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はじめに

　心身の発育，発達の著しい児童期における体育・スポー

ツ的活動の重要性については，今更言う必要はないとこ

ろであるが，近年における生活環境の変化は運動不足を

一因とする種々の問題を起こしている。「運動不足」と

いうことであれば「運動をすればよい」ということにな

るが，仲間，場所，時間といった運動環境を考えると，

現状では，家庭や地域に望みは薄く，一番期待できる所

は学校ではないだろうか。学校における体育・スポーツ

的活動は教育活動全体を通じて行なわれるものであるが，

教科体育の時間のみならず，学校における「体育・スポー

ツ的活動の時間」への期待は今後ますます大きくなるで

あろう。

　さて，小学校における教科体育は他の教科に比べると，

時として「息抜き教科」ということが聞かれる。筆者の

講義の中で，「ドッチボールやバスケットボールばかり

やってた」「フォークダンスばかりやっていた」「先生は

着換えないで算数の○付けとしていた」「何をしたいか

よく聞いていた」というような話が学生から聞かれたが，

児童にとって楽しい時間（息抜き）であることはよいで

あろうが，教師にとっての息抜き時間であるような，計

画性のない，適当な授業が実際にあることも否定できな

い。（研究熱心で一生懸命指導している先生方には申し

訳けないが）

　現在，小学校指導要領において体育科の目標は次のよ

うに示されている。「適切な運動の経験を通して運動に

親しませるとともに，身近な生活における健康・安全に

っいて理解させ，健康の増進，及び体力の向上を図り，

楽しい明かるい生活を営む態度を育てる1）」このことは，

児童の心身の発達にそったいろいろな運動の経験から，

児童に運動することの楽しさを知らせ，生涯にわたって

運動を愛好し，運動することに対して自発的，自主的に

取り組める児童を育てることがねらいとしたものである。

「運動の楽しさ」を知る，知らせるということが指導の

原点になっているが，児童一人一人がどこでどう知り，

理解していくのであろうか。教科の内容は先に述べた目

標のもと，児童の発達特性を運動特性との関係から表1

に示した領域で構成されているが，これらの領域・内容

と具体的にどう児童に展開していくかは教師の指導能力

如何にかかってくる。

表1　運動領域

低学年
中　　学　　年

3　　年 4　　年 高学年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　保　　　健

※　児童学科

　ここ十年来，教職・体育関連科目の授業において学生

の動作を観察していると，身体が重い，硬いといったこ

とに加えて，自分の身体を自分の意志のままに動かせな

い無器用な学生が増えてきたように思える。ある程度は

生まれもったものもあるだろうが，やはり現在に至るま

でのその年代に応じた運動経験の乏しさ，深さとの関係

ではないだろうか。現在の児童に限らず，学生も同様な

生活環境の下で育ってきたように思われる。このような

（95）



渡辺　敏子

学生が将来教師として体育の指導に携わることを考える

と，学生の実態（体力・運動経験・運動技能・知識等）

の把握が教師養成側としても必要となろう。

研究の目的・方法

　体育の指導にあたって教師の運動技能が間われること

があるが，指導上必要とされることは指導能力である。

運動ができること（技能をもっ）が必ずしも指導能力と

一致するとは言えない。もちろん，運動ができて，指導

ができることが望ましいが，教師に要求されることは本

人の運動技能だけでなく，指導能力であり，その指導能

力の程度が問題とされる。では，その指導能力を高める

にはどうすたらよいのか，教師養成時期における体育関

連科目において，望まれる指導内容を学生の実態と把握

しながら検討していく必要があると思われる。今回はそ

の資料を得るために実施した運動経験調査の中から以下

の項目を取り上げ，結果を報告する。

①小学校時期から高校時期に至るまでの教科体育（保

　健体育）で経験した運動種目への意識

②器械運動系の技の経験と修得状況

　尚，この調査は，昭和63年7月，児童教育専攻三年

　（教職課程履習者）を対象に質問紙法により実施した。

　尚回答者数は59名である。

表II小学校時期における教科体育の内容についての意識

※ボール運動

　ドッチボール

　ポートボール

　バスケットボール

　サッカー

　ソフトボール

　バレーボール

※器械運動

　鉄　棒

　マット

　跳び箱

※陸上運動

　短距離走

　長距離走

　障害走

　高とび

　走り幅とび

　リレー

※ダンス

※水　泳

　卓　球

　なわとび

19％

31

37

31

24

7％

12

22

20

※は領域全て　N＝59

結果と考察

　1．経験した運動種目への意識

　小学校時期，中学校時期，高校時期において教科体育

（保健体育）で経験した種目への意識にっいての調査結

果を表（1［）～（IV）にそれぞれ示した。（回答方法一

各時期ごとに四っの種目を限度に自由回答）

　小学校期における教科体育の運動種目への好嫌意識を

みると，ポートボール，ドッチボール，バスケットボー

ル，サッカーに好き意識が強くみられるが，鉄棒運動や

マット運動，長距離走に嫌い意識が強くみられる。領域

全体（調査対象学生は小学校時期，旧学習指導要領にて

学習している一領域一体操，器械運動，陸上運動，水泳

ボール運動）でみると，ボール運動は好き意識をもって

いた学生が多く，器械運動や陸上運動に嫌い意識をもっ

ていた学生が多い。又器械運動は鉄棒運動を除いて，好

嫌意識に個人差が大きく，水泳にっいても同様であった。

中学校時期における保健体育の運動内容は，体操，個人

的スポーッ（器械運動，陸上競技，水泳），集団的スポー

ツ（バスケットボール，バレーボール，サッカー），格

技（相撲，柔道，剣道），ダンスの5領域が構成されて

おり，各運動領域の運動種目の取り扱いについては，学

校内の実状，男女の特性を考慮して，生徒の能力や適性

を生かすために，種目の選択を可能とし弾力的に扱われ

ている。このような取り扱いから，中学校時期における

運動経験種目にも個人差があると思われる。

　中学校時期における運動種目への好嫌意識は，バスケッ

トボール，バレーボールなど集団的スポーツ領域に好き

意識が強くみられるが，個人的スポーツ領域である器械

運動の鉄棒運動や陸上競技の長距離走に嫌い意識が強い。

又個人的スポーツ領域の水泳，ダンス領域についての意

識は個人差が大きい。

　高校時期における保健体育の運動内容の取り扱いは，

中学校時期とほぼ同様である。高校時期における運動種
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目への好嫌意識は，中学校時期同様，集団的スポーッ領

域に好き意識が強くみられるが，この時期に多く経験し

たと思われる対人スポーッ（テニス・バドミントン等）

に対する好き意識も強い。器械運動や陸上競技種目への

意識は中学校時期同様であったが，水泳についての嫌い

意識は強くなっている。

　以上が小学校時期から高校時期までに経験した運動種

目への意識である。今回の調査方法上，中学校時期，高

校時期における各々の運動種目の経験者数は不明である

が，回答の比率から推則すると，中学校，高校時期にお

ける指導内容は，好き意識傾向の強い集団的スポーッや

対人スポーツを中心に展開されていたところが多く，個

人的スポーッである器械運動等の授業は少なかったよう

に思える。

　運動種目への好嫌意識を技能レベルとの関係は，運動

種目の特性から必ずしも一致しないと思われる。各々の

運動種目に対する好き意識と得意意識（自信）との関係

を各時期を通してみると，器械運動や水泳のように個人

の技能によって成り立っ領域・種目，又個人の技能レベ

ルが直接結果に表われるような陸上運動・陸上競技の種

目にっいては両意識の関連は深いが，集団的スポーッや

対人スポーッなど，個人の技能程度が目立たないもの，

又技能だけでなく，仲間のもっ技能との関係の中で成立

するような種目での関連は弱いようである。尚，中・高

校時期における集団的スポーツでの両意識は課外活動を

通しての技能修得の程度が両意識の関係にかかわってく

ると思われる。

表III中学校時期における教科体育の内容についての意識

　※球　技

　　バスケットボール

　　バレーボール

　　ハンドボール

　　ソフトボール

　　サッカー

　　アニス

　　卓　球

　　バドミントン

　※器械運動

　　鉄　棒

　　マット

　　跳び箱

　　平均台

　※陸上運動

　　短距離走

　　長距離走

　　障害走

　　高とび

　　走り幅とび

　　リレー

　※ダンス

　※水　泳

　　なわとび

　　ラジオ体操

※は領域全て　N＝59

5．1％

59．3

52．5

3．4

8，5

3．4

10．2

り
0
0
0

0
8

2
9
看
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33．9

30．5

1．7

3．4

1．7

3．4

3．4

3．4

1．7

3．4

22．0

28．8

10．2

8．5

22．0

8．5

23．7

8．5

3．4

15．3

27．

表IV　高校時期における教科体育の内容についての意識

※球　技

　バスケットボール

　バレーボール

　ハンドボール

　ソフトボール

　サッカー

　アニス

　卓　球

　バドミントン

※器械運動

　鉄　棒

　マット

　跳び箱

　平均台

※陸上運動

　短距離走

　長距離走

　障害走

　リレー

　やり投げ

※ダンス

※水　泳

　剣　道

※は領域全て　N＝59

5．1％

59．3

50．8

13．6

27．

8．5

30．5

13．6

3。4

18．6

13．6

　0％
16．9

11．

5
7
1
且

0
0
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1．7

　0％

3，4

4
0
」
0

3
ε
0
9
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－
り
白

10．2

16．9

1．7

27．1

6．8

1．7

16．9

22．0
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表V　種目別・運動の内容

鉄棒運動の内容 マット運動の内容 跳箱運動の内容

1　●逆上がり

2　0足かけ上がり

3　●足かけ前転

4　●足かけ後転

5　●足かけ後転連続

6　●腕立て前転

7　●腕立て後転

8　●腕立て前転連続

9　●腕立て後転連続

10　●踏み越し下り

11　●転回前下り

●前　転

●前転開脚

・後　転

・後転開脚

●伸膝前転

●伸膝後転．

●側立前転

●腕立て側転

●腕立て側転連続

●とび込み前転

●横置・腕立て開脚跳び

●　　　腕立て閉脚跳び

●　　腕立て仰向け跳び

●　　　腕立て横跳び

●縦置・腕立て開脚跳び

●　　腕立て閉脚跳び

・　　　台上前転
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鉄棒運動一B マット運動一M

図1　技の経験状況

　　　　　100％

跳び箱運動一S

2．器械運動の技の経験と修得状況

　過去における器械運動内容（技）経験状況を種目別に

図（1）に示した。尚，調査した運動内容は現行小学校

学習指導要領・体育科編・基本の運動領域（1～3学年

における固定施設や器具を使っての運動）と器械運動領

域（4学年以降）に例示されている内容と，児童期にお

ける学習課題として可能（教材として）な運動を加え，

表Vに示した。鉄棒運動の技を経験の高い順にあげると，

1届逆上がり（100％），6．腕立て前転（90％），2．

足かけ上がり（86．7％），4．足かけ後転（86．7％），3．

足かけ前転（85％），7．腕立て後転（85％），10．踏み

越し下り（63．3％），5．足かけ後転連続（56．7％），8．

腕立て前転連続（56．7％），9．腕立て後転連続（5L7

％），11．転向前下り（46．7％）であった。（ただし，5・

8・9の技は，4・6・7の技からの発展）

　マット運動にっいて同様にみると，1．前転（100％），

2．前転開脚（100％），3．後転（100％），4．後転開

脚（100％），7．倒立前転（98．3％），8．側転（91．7

％），5．伸膝前転（90％），10．とび込み前転（80％），

9．側転連続（71．7％），6．伸膝後転（50％）であっ

た。（ただし，9は8の技からの発展）

　跳箱運動についてみると，5．縦一腕立て開脚跳び

（100％），2．横一腕立て開脚跳び（95％），7．縦一台

上前転（93％），1．横一腕立て開跳び（78．3％），6．

縦一腕立て閉脚跳び（46．7％），4．横一腕立て横跳び

（8．4％），3．横一腕立て仰向け跳び（8．4％）であった。

　以上が各種目における現在までの技の経験状況であ

る。器械運動は運動経過に学習課題があり，技の難易性
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のみならず，技の系統性との関係から個人差も大きいと

思うが，鉄棒運動の10・11，マット運動の6．跳箱運動

の3・4・6の技にっいての経験の少なさが目立b。又

この結果にっいては教師の教材研究との関わりとも考え

られる。

　図（H）は，各種目の各々の技を経験した学生に対し

て初めて経験した時期とその技を修得した時期を示した

ものである。尚，図に示した記号は，A・幼児期，　B・

小学校低学年時期，C・小学校中学年時期，　D・小学校

高学年時期，E・中学校時期，　F・高校時期である。
A　　B　　C　　D　　E　　F

A　　B　　C　　D　　E　　F A　　B　　C　　D　　E　　F

A　　B　　C　　D　　E　　F A　　B　　C　　D　　E　　F A　　B　　C　　D　　E　　F

50

40

30

20

10

％

　　　　　　鉄棒運動（B），マット運動（M），跳箱運動（S）

　　　　　　　　　　　　　　　　図H　経騎時期と修得時期
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S－3

A　　B　　C　　D　　E　　F A　　B　　C　　D　　E　　F A　　B　　C　　D　　E　　F

A　　B　　C　　D　E　　F A　　B　　C　　D　　E　　F A　　B　　C　　D　　E　　F

　鉄棒運動の各々の技を修得率の高い順にあげると，10・

跳び越し下り（100％），11・転向前下り（100％），1・

逆上がり（97％），2・足かけ上がり（83％），5・足か

け後転連続（80％），3・足かけ前転（73％），7・腕立

て後転（73％），4・足かけ後転（70％），9・腕立て後

転連続（68％），6・腕立て前転（67％），8・腕立て前

転連続（62％）であった。

　マット運動について同様にみると，1・前転（100％），

3・後転（98．4％），10・とび込み前転（98％），2・前

転開脚（97％），4・後転開脚（97％），7・倒立前転

（76．3％），6・伸膝後転（70％），9・側転連続（70％），

8・側転（62％），5・伸膝前転（41％）であった。

　跳箱運動では，4・横一腕立て横跳び（100％），5・

縦一腕立て開脚跳び（100％），1・横一腕立て開脚跳び

（98％），7・縦一台上前転（96．5％），2・横一腕立て

閉脚跳び（91．3％），6・縦一腕立て閉脚跳び（82．2％），

3・横一腕立て仰向け跳び（80％）であった。以上が技

の修得状況である。

　経験した時期については，技の難易性と系統性などの

関係から判断されると思うが，鉄棒運動と跳箱運動の技

についてはほぼ小学校時期に，マット運動の5・6・7・

8・（9）の技は中学校時期で経験した者が多い。経験

した時期と修得した時期との差は，個人差もあろうがそ

の時期にとり上げられた学習課題が学習者にとって適切

であったかという問題もあるが，技の経験数と修得者数

の比率は教師側の指導上の問題点としても捉えることが

できよう。

　学生が過去において，どのような指導をうけてまたか

ということは，指導する立場に立った時の指導場面に少

なからず影響を与えるものと思われる。山門は「小・中

学校の教師は器械運動が苦手でできないものが多く，従っ

て苦手で好きでない器械運動を子どもに好きにさせるこ

とはできない6）」という教師観を指摘していたが，この

領域は「できる」ことが好き，得意意識とっながる傾向

が強く，反対に「できない」ことが嫌い，又苦手意識と

っながる傾向が強いと思われる。教師の指導能力として，

運動経験や技能レベル又種目に対する意識だけが問題と

なるのではないが，教材を解決する力（技能の分析等を

含む教材研究の深さ）のみならず，児童の実態分析等，

指導上必要とされる要因との関わりは強いと思われる。

経験ない技，経験しても修得できなかった技に対して養

成期間中に挑戦してほしいと思うが，技を経験する，あ

るいは身にっけることだけではなく，その過程において

各々の技の運動構造や系統性の理解，又指導する側に立

（101）
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っての観察力をも含めた指導が養成側として必要となろ

う。

おわりに

小学校の体育的活動への期待は，この指導に関わる教師

の指導能力への期待でもある。「教師は現場に育つ」と

言われるが，ほとんどの教科を担当しなければならない

教師に体育の研究だけに時間をとることは無理であろう。

養成機関においても「現場で生きる，生かせる」体育の

指導能力が身にっくように，教職・体育関連科目の内容

の充実をはかっていかなければならない。

　今回はこの検討資料を得るために実施した運動経験検

査の中から二項目にっいて結果を報告したが今後も学生

の実態を把握するため調査内容を角度をかえて検討し，

体育の指導を必要とされる「指導能力」にっいての研究

を続ける予定である。
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